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拡大し続ける歳出総額と市税の差�
 平成元年度と11年度の歳出総額と市税の差を比較すると、元年度が444億

円、11年度が757億円とその差が313億円も拡大しています。これは、景気の低

迷や減税の影響によって市税が伸び悩んだことと、歳出において容易に削減

することのできない義務的経費が増加しているためです。�

　この差757億円は、国・都補助金や地方債で補てんするとともに、積立金を取

り崩すなどの財政対策を実施することになります。�

八
王
子
市
財
政
白
書
を
作
成
�

財
政
危
機
回
避
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向
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て
�
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本
市
は
、昭
和
三
十
年
以
降
の
人
口
急
増

に
対
応
す
る
た
め
、義
務
教
育
施
設
を
中
心
に
、

道
路
、下
水
道
な
ど
の
都
市
基
盤
施
設
、さ

ら
に
、い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

な
ど
、市
民
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
各
種

公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。こ

れ
ら
の
建
設
経
費
の
大
部
分
は
、国
や
都
の

補
助
金
の
ほ
か
、地
方
債（
長
期
に
渡
る
借
金
）

に
よ
り
賄
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、長
期
に

利
用
す
る
施
設
の
建
設
経
費
は
、そ
の
建
設

年
度
の
市
民
の
皆
さ
ん
だ
け
に
過
多
な
負
担

を
か
け
る
の
で
は
な
く
、後
年
度
利
用
さ
れ

る
方
に
も
負
担
し
て
も
ら
い
、税
負
担
の
均

衡
を
図
る
と
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
�

　
増
え
続
け
る
義
務
的
経
費
�

　
し
か
し
、長
期
に
渡
る
景
気
低
迷
と
そ
の

打
開
策
で
あ
る
国
の
減
税
政
策
に
よ
り
、市

税
収
入
が
減
収
と
な
り
、さ
ら
に
、そ
れ
を

地
方
債
で
補
て
ん
し
て（
借
金
を
重
ね
て
）き

た
こ
と
に
よ
り
、平
成
十
一
年
度
末
の
現
債
額（
借

金
の
未
償
還
残
高
）は
普
通
会
計（
＊
）で
、二

千
六
十
億
円（
下
水
道
な
ど
公
営
企
業
分
を

含
め
る
と
三
千
二
百
億
円
）と
、他
市
に
比
べ

突
出
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

当
然
、公
債
費（
借
金
の
返
済
）は
増
加
し
、

人
件
費（
職
員
の
給
料
な
ど
）・
扶
助
費（
福

祉
の
手
当
な
ど
）と
合
わ
せ
て
、毎
年
必
ず
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
的
な
経
費
の

割
合
が
、年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
ま
ま
で
は
、自
由
に
使
え
る
お
金
が

少
な
く
な
る
の
で
、新
し
い
事
業
が
実
施
で

き
ず
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、今
後
も
安
定
し
た
市
民
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、財
政
再
建
が

市
政
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

 
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、民
間
企
業
で
は
生

き
残
り
を
か
け
た
必
死
の
経
営
改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

自
治
体
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
も
厳
し
い
経
営
環
境（
財
政

状
況
）に
あ
り
ま
す
。
で
は
、具
体
的
に
、何
が
ど
う
厳
し
い

の
か
、な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
、こ
れ
か
ら
ど
う
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
を
考
え
る
た
め
に
「
八
王
子
市
財
政
白
書
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、こ
の
白
書
の
概
要
を
お
知

ら
せ
す
る
ほ
か
、今
後
、市
が
作
成
す
る
「
財
政
再
建
推
進

プ
ラ
ン
」
に
向
け
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
提
案
を
い
た
だ
こ

う
と
「
提
案
ハ
ガ
キ
」
を
刷
り
込
み
ま
し
た
。
�

　本市は"財政危機"という病

いを患っており、その症状は

極めて重いものがあります。�

　この１月、私は多くの市民の

皆さんの御推挙により市長に

就任致しましたが、市長選出馬に当たり、私の市政

運営の最大の公約が「財政再建」でありました。市

長就任後、つぶさに本市の財政実態に触れ、覚悟

はしていたとは申せ、その病状は予想をはるかに超

える大変厳しいものでした。借金である３，２００億円

にも及ぶ地方債残高、悪化の一途をたどる経常収

支比率などなど。�

　しかし、この窮状を憂いているばかりでは、何ら解

決にはなりません。�

　そこで、私は、本市の財政実態を決算をベースに様々

な視点から分析した「八王子市財政白書」を作成

しました。�

　この白書を通し、今後の市財政を立て直すことが、

私に課せられた最大の使命であります。�

　２１世紀の扉はもう間もなく開きます。病を癒し、健

康を回復するためには、あらゆる治療が必要であり、

場合によっては手術を施さなければならないことも

あろうかと思っております。どうか、今回の臨時号や「八

王子市財政白書」をよくお読みいただき、御意見、

御提言を賜わりたいと念じております。そして、御意

見等を踏まえ、明年早々には、改めて財政再建へ

の処方箋をお示しする所存です。�

　２１世紀の自立都市実現のために、そして、このま

ちで心豊かに暮らせる市民の皆さんのために―――。�

財政再建は喫緊の課題�

百万円�

差444億円�

差757億円�
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 市の歳入1,645億3,800万円をある

家庭の収入600万円に置き換え、市

の目的別支出（支出を行政目的によ

って分類）を家庭の支出に見立てて

みました。収入は市税などを給料332

万円に、国や都からの補助金をパー

ト代146万円などに置き換えました。�

　支出は、民生費を老人ホームと保

育園の経費181万円に、土木費を家

の増築経費91万円などに分類してい

ます。�

�

　本市の財政状況を市民

の皆さんに理解していただ

くため、市の財政を家庭（6

人家族）の家計簿に置き換

えてみると、下記のとおりと

なります。�

　我が家の生活は、この家計簿を見ていただくとわかるように、老人ホーム、保
育園（民生費）への出費が一番多く、全体の30％を占めています。このほか、家
の増築（土木費）や塾の月謝（教育費）などの負担が大きくなっています。�
　また、貯金が46万円、借金が750万円となっています（左下表参照）。�
※わかりやすくするためのたとえですので、実際の平均的な家計の収支構成と
は違います。�

収　入�

給料�
321

11

パート� 146

預金利子� 14

借金� 36

その他の収入�

基金�

地方債残高�

12,724

普通会計（百万円）�

205,805

72

合　計� 600

支　出�

生活費・趣味� 61

老人ホーム・保育園� 181

医療費� 64

家の増築� 91

塾の月謝、習事� 79

家・自動車ローン返済� 72

その他の雑費� 49

収入支出の差� 3

合　計� 600

家計�

貯金・借金�

（単位：万円）�

歳　入�

市税� 87,989

使用料・手数料� 2,981

国・都支出金� 40,089

諸収入� 3,967

地方債� 9,831

地方譲与税など� 19,681

合　計� 164,538

歳　出�

総務費� 16,889

民生費� 49,691

衛生費� 17,453

土木費� 24,986

教育費� 21,658

公債費� 19,709

労働農林商工など� 13,338

歳入歳出の差� 814

合　計� 164,538

普通会計（＊）� （単位：百万円）�

貯金残高�

借金残高�

46

家計（万円）�

750

苦�し�い�台�所�事�情�

父（40歳）会社員、母（38歳）パート勤務、長男
（12歳）小6、長女（5歳）保育園児、祖父�
（78歳）老人ホーム入居、祖母（75歳）同居�

27市…都内27市（本市を含む）の単純平均�
類似団体…関東近県６市（宇都宮市、浦和市、大宮市、市川市、松戸市、横須賀市）の
単純平均�
普通会計…自治省が定めた統一基準による統計上の会計区分。本市においては、一般
会計と土地取得事業会計、駐車場事業特別会計（自転車駐車場分のみ）の各決算
額を合算、重複の控除などを行って作成しています。全地方自治体が行うため、他市と
の比較が可能となります�
数値…数値は普通会計を使用し、表示単位未満を四捨五入しています。端数処理で、
各グラフの足し上げが、合計数値と合わない場合があります�

八王子市役所�

＊ 用 語 の 解 説�
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元�2 3 4 5 6 7 8 9 10 11年度�

35,000

30,000

315億円�

146億円�146億円�

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

国�

都�

その他�

一般財源�

百万円�

扶助費と財源の推移�

104億円�
43億円�

�������　

ま
ち
づ
く
り
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
お
金
を
か
け

て
き
た
の
で
す
か
？
�

�　

人
口
の
増
加
と
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、都
市

基
盤
整
備
や
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
、ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
な

ど
市
民
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
施
設
の
建
設
を
し

て
き
ま
し
た
。
�

��

������������������

　

そ
の
際
の
財
源
は
な
ん
で
す
か
？
�

�　

国
や
都
の
補
助
金
も
活
用
し
ま
し
た
が
、主
に

借
金（
三
九
％
）で
す
。
�

�

　

借
金
と
い
う
こ
と
は
、返
済
の
負
担
が
で
て
く

る
わ
け
で
す
ね
。
�

�　

そ
の
と
お
り
で
す
。
今
後
は
、借
入
残
高
を
見
な

が
ら
、事
業
を
絞
り
、計
画
的
な
借
り
入
れ
で
、公
債

費（
返
済
額
）の
負
担
の
増
大
を
抑
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。�

���������������

　

そ
の
ほ
か
に
は
、ど
の
よ
う
な
支
出
が
あ
り
ま

す
か
？
�

�　

扶
助
費（
福
祉
の
手
当
な
ど
）と
人
件
費（
職
員

の
給
料
な
ど
）が
あ
り
ま
す
。
扶
助
費
は
、社
会
保
障

制
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、国
や
都
か
ら
補
助
を
受

け
て
い
ま
す
が
、制
度
の
拡
充
や
対
象
者
数
の
増
加

に
よ
り
、事
業
費
が
伸
び
て
い
る
た
め
、市
の
負
担
で
あ

る
一
般
財
源
を
多
く
使
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、人
件
費
は
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
職
員
数
は
、最
大
時
よ
り
普

通
会
計
で
は
、二
百
二
十
五
人（
全
会
計
で
は
、三
千
九

百
五
十
人
か
ら
二
百
八
十
四
人
）減
少
し
て
い
ま
す
が
、

一
人
あ
た
り
の
平
均
給
料
の
増
加
と
退
職
者
数
の
増

加
に
よ
り
、こ
の
よ
う
な
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
な
か
な
か
削
減
で
き
な
い
経
費
を
義
務
的
経
費

と
言
い
、多
額
の
一
般
財
源
を
必
要
と
す
る
の
で
、市
の

負
担
が
増
加
し
て
い
ま
す
。（
次
の
ペ
ー
ジ
へ
↓
）�

市
の
財
政
カ
ル
テ
�

職　業�

電話番号�

ご住所�

お名前�

性　別�

財政再建についての私の提案・意見�

（表題）� について�

�
　
こ
こ
で
は
、本
市
の
財
政
状
況
を
、Ｑ
＆
Ａ
方

式（
質
疑
応
答
形
式
）で
紹
介
し
ま
す
。
分
か

り
に
く
い
財
政
の
用
語
な
ど
を
、な
る
べ
く
平

易
な
表
現
に
し
ま
し
た
。
�

Ｑ�A

AA Ｑ�A Ｑ�Ｑ�

元� 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11年度�

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

一般財源�

その他�

都�

国�

地方債�

百万円� 建設事業費と財源の推移�

その他� 退職金� 職員給� 職員数�

財
政
カ
ル
テ
�



元�

90,000

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

100,000
百万円� 自由に使える一般財源の推移�

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11年度�

70,647

差191億円�

差55億円�

51,509

84,127

66,295

80,695

73,208

92,773

87,276 こ
の
差
が
自
由
に
使
え
る
一
般
財
源
額
�

市税など経常的に収入される一般財源（a）�

人件費、扶助費、公債費（義務的経費）などに�
経常的に使う一般財源（b）�

元� 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11年度�

自主・依存財源の構成比の推移�

28.3 27.8 32.3 31.9
40.4 42.9

36.2 40.6 41.8 37.0 37.8

71.7 72.3 67.8 68.2
59.6 57.1

63.8 59.4 58.2 63.0 62.2

依存財源� 自主財源�

経常収支比率�

＝　（75%が適正値）�
本市は11年度で、94.1%に�
a
b

（
キ
リ
ト
リ
線
）
�

（
切
手
は
不
要
で
す
）
�

�����������������

　

収
入
に
は
問
題
は
な
い
の
で
す
か
？
�

�　

自
主
財
源（
市
税
な
ど
）に
比
べ
依
存
財
源（
国

都
補
助
金
な
ど
）の
割
合
が
こ
の
十
一
年
間
で
九
・
五

％
も
増
え
て
い
る
の
が
気
に
な
り
ま
す
。
�

����������������

　

国
や
都
か
ら
お
金
を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
は

い
け
な
い
の
で
す
か
？
�

　

国
都
補
助
金
を
活
用
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
こ
と
は
よ
い
こ
と
で
す
が
、自
立
し
た
財
政
運

営
を
行
う
に
は
、自
主
財
源
の
割
合
が
高
い
ほ
う
が

い
い
の
で
す
。
�

��������������������

�

　

や
っ
ぱ
り
大
変
な
状
況
な
ん
で
す
ね
。こ
の
ま

ま
放
っ
て
お
く
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？�

�

　

「
扶
助
費
」「
公
債
費
」「
人
件
費
」
と
い
っ
た

義
務
的
経
費
は
増
加
し
て
い
き
ま
す
の
で
、市
税
収

入
が
増
え
な
け
れ
ば
、自
由
に
使
え
る
一
般
財
源

は
な
く
な
り
ま
す
。こ
の
結
果
、市
独
自
の
施
策
は

行
え
な
く
な
り
ま
す
し
、歳
入（
市
税
収
入
）が
減

少
し
た
時
に
は
、義
務
的
経
費
な
ど
の
経
常
的
に

支
出
す
る
経
費
の
財
源
に
不
足
を
き
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。だ
か
ら
、財
政
再
建
が
必
要
な
ん
で
す
。
�

古紙配合率100%再生紙を使用しています�

■発行／八王子市（〒192-8501 八王子市元本郷町�
　　　　三丁目24番1号）　☎26-3111（代）�

今年度中に「財政再建推進プラン」を作成�

皆さんのご提案をお待ちしています��

�

�

本号の内容についてのお問い合わせは財政課へ。�
☎20・7349　ファックス28・1400�
Eメール…hachioji@city.hachioji.tokyo.jp�
ホームページ…http: // www. city. hachioji. tokyo. jp/�
広報「はちおうじ」は、市のホームページでもご覧になれます。�

　市は、今年度中に、財政再建推進プランを作成します。作成にあ
たっては、一人でも多くの市民の皆さんから提案や意見をいただき、
プランに反映してゆきたいと考えています。皆さんの積極的なご提案、
率直なご意見をお寄せください。�
  その際は、右のハガキを切り取り、氏名、住所、電話番号、職業（学
生の場合は学年も）、性別を書いて、11月30日までに投かんしてくだ
さい。また、ファックスやEメールでも受け付けています。�

■財政白書�
　財政白書は、市役所5階市政資料室（当初400部を配布）、各図
書館、各事務所、各市民センターでご覧になることができます。また
概要版については、ホームページでご覧になれるほか、市役所2階
市民ロビー、市政資料室、各図書館、各事務所、各市民センターな
どで配布しています。�

1 9 2 8 7 3 1
八王子局�
承 認�

7083

料金受取人払�

差出有効期間
平成12年12月
28日まで�

八
王
子
市
役
所
財
務
部
財
政
課
行
�

11月30日まで
に投かんして
ください�

A Ｑ�

A Ｑ� A Ｑ�

元� 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11年度�

120,000

140,000

160,000

180,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

その他�

投資的経費�

公債費�

扶助費�

人件費�

200,000
百万円� 義務的経費の割合の推移�

義
務
的
経
費
�

（単位：%）�

（
↓
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
）�

1
9
2
8
7
3
1

15


